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問穂高総合支所内市民環境部環境課交通防犯係（ 82･3131 82･6622）

県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
、
７
月
22
日
（
火
）・
７
月
25
日
（
金
）

市
で
も
期
間
中
、
主
要
な
交
差
点
な
ど
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1.  高齢者の交通事故防止
　高齢者が関わる交通事故件数は 10 年前の約 1.3 倍で、死者数

も全死者の５割を超えています。高齢歩行者の多くは、自宅近

くで交通事故に遭っています。普段通り慣れた道でも十分安全

確認をしてください。

2.  飲酒運転の根絶
　飲酒運転は悪質な犯罪です。飲酒運転をした人だけでなく、「お

酒を提供した人」「車を提供した人」「同乗した人」も処罰の対

象です。自分と家族のため、たった１度でも過ちを起こさない

よう徹底しましょう。

3.  シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　６月１日より後部座席のシートベルト装着が義務化されまし

た。シートベルトをしていない場合の致死率は着用者の 12 倍以

上という統計があります。チャイルドシート着用は大人の責任で

す。座席から転落しないようしっかり固定してください。

4.  自転車の安全利用の推進
　自転車の交通ルールが改正されました。自転車は車道の左側通

行が原則で、歩道は例外です。違反をすると罰則が適用されます。

また、飲酒運転・二人乗り・並んで進むなどもルール違反です。

自転車は手軽な乗り物ですが、不注意で重大な事故につながるこ

ともあります。交通ルールを守って安全に利用しましょう。

【事故防止 ４つの重点ポイント】

夏の交通安全やまびこ運動がはじまります！

スローガン

期　　　間

信濃路は　ルールとマナーの　走るみち。

7月 19 日（土）～ 25日（金）

　これから夏の行楽シーズンを迎えます。県内外から安曇野に多くの観光・行楽車両が入り、交通

量の増加が見込まれます。市民の皆さん一人ひとりが率先して交通マナーやルールを守り、観光客

に安全でやさしいまち「安曇野」をＰＲしましょう。

街頭指導



市政トピックス市政トピックス

　
市
で
は
、
民
生
児
童
委
員
会
・
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
、
自

治
会
や
自
主
防
災
組
織
が
行
う
、「
災

害
時
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」
作
り

の
支
援
を
し
ま
す
。

　
災
害
へ
の
対
応
は
、
地
域
内
の
助

け
合
い
が
生
死
を
分
け
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
の
地
図
は
災
害
発
生
時
の

安
否
確
認
や
避
難
誘
導
に
有
効
で
す
。

皆
さ
ま
の
、
ご
理
解
、
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

災
害
時
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
と
は

　
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
日
常
生

活
に
お
い
て
も
支
援
を
必
要
と
す
る

要
援
護
者
が
、
災
害
時
に
見
落
と
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
地

図
に
は
地
域
で
、
安
否
確
認
や
避
難

誘
導
な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、必
要
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

マ
ッ
プ
作
り
の
重
要
性

　
平
成
16
年
7
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨

や
、
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
無
事

に
避
難
で
き
た
人
の
75
％
は
、
地
域

の
人
か
ら
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
な

ど
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
も
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の

つ
な
が
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
教

訓
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害
は

予
告
な
く
降
り
か
か
り
ま
す
。
い
ざ

災
害
が
発
生
し
た
時
、
頼
り
に
な
る

の
は
近
く
に
い
る
人
で
す
。

マ
ッ
プ
作
り
の
進
め
方

①
同
意
が
不
可
欠

　
マ
ッ
プ
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

要
援
護
者
本
人
な
ど
の
同
意
が
不
可

欠
で
す
。
そ
の
た
め
地
域
に
お
い
て

自
治
会
役
員
・
自
主
防
災
組
織
・
民

生
児
童
委
員
・
地
区
社
協
な
ど
の
関

係
者
が
１
軒
ご
と
戸
別
に
訪
問
調
査

し
、同
意
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
ま
ず
は
モ
デ
ル
地
区
か
ら

　
市
で
は
作
成
希
望
地
区
を
募
り
、

モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
マ
ッ
プ
作

り
を
支
援
し
ま
す
。
そ
の
後
、
徐
々

に
市
内
全
域
に
広
め
ま
す
。
申
し
込

み
は
行
政
区
単
位
と
な
り
ま
す
。

研
修
会
の
開
催

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
「
災
害
時
住
民

支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」作
り
に
ご
理
解
、

ご
参
加
を
い
た
だ
く
た
め
、
作
成
方

法
や
体
験
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
研

修
会
を
下
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
講
師
　（
社
）長
野
県
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ

ン
タ
ー
所
長

美
谷
島

越
子
さ
ん

（
社
）安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

三
郷
支
部
（
中
萱
地
区
）
山
田

和

雄
さ
ん
　

問
堀
金
総
合
支
所
内
総
務
部

　
危
機
管
理
室

　（

72
・
６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）
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安
否
確
認
や
避
難
誘
導
に
活
用

「
災
害
時
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」
作
成
に
、
ご
参
加
を

開催日 開催時間 開催場所

7/22（火） 午後 7 時～ 8 時 30 分 安曇野市三郷明盛 2198-1　三郷福祉センター教養娯楽室

7/24（木） 午後 7 時～ 8 時 30 分 安曇野市堀金烏川 2132-6　堀金老人福祉センター集会室

7/26（土） 午後 6 時 30 分～ 8 時 安曇野市穂高 5808-1　穂高地域福祉センター集会室

7/30（水） 午後 7 時～ 8 時 30 分
安曇野市豊科 4156-1　豊科ふれあいホール

（豊科デイサービスセンター２階）

7/31（木） 午後 7 時～ 8 時 30 分
安曇野市明科東川手 606-2　明科総合福祉センターあいりす

（保健センターホール）

■研修会の日程

国
保
税
は
世
帯
主
が
納
め
ま
す

　
国
保
税
は
、
原
則
と
し
て
世
帯
主

が
納
税
義
務
を
負
い
ま
す
。
世
帯
主

が
社
会
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
も
、

家
族
が
国
保
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
世
帯
主
が
納
め
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が

開
始
さ
れ
ま
す

　
国
保
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
世
帯
で
、｢

現
金
で
納
付

し
て
い
る
世
帯｣

ま
た
は
、｢

滞
納
の

あ
る
世
帯｣

は
、
10
月
よ
り
原
則
と

し
て
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
と

な
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
は
7
月
か
ら
9
月
が

現
金
納
付
、
10
月
、
12
月
、
2
月
は

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）と
な
り
、

21
年
度
以
降
は
年
金
支
給
ご
と
に
特

別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
年
９
回
で
納
付
の
も

の
が
、
６
回
と
な
り
、
一
度
に
納
付

す
る
額
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
滞
納
者
の
多
く
は
、
数
回
の
納
め

忘
れ
に
よ
り
滞
納
額
が
多
額
と
な
り
、

納
付
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
納
税
に

安
心
・
確
実
・
便
利
な
口
座
振
替
で

の
納
付
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
現
金
で
納
付
し
て
い
る
世

帯
は
口
座
振
替
の
書
類
を
同
封
し
て

あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
い

た
だ
け
る
人
は
必
要
事
項
を
記
載
の

う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
送
付

く
だ
さ
い
。

問
穂
高
総
合
支
所
内
市
民
環
境
部

　
市
民
課
国
保
年
金
係

　（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

７
月
か
ら
国
保
税
の
課
税
が

始
ま
り
ま
す

　
7
月
か
ら
平
成
20
年
度
の
国
保
税

の
課
税
が
始
ま
り
ま
す
。
近
日
中
に

お
手
元
に
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。

国
保
税
の
内
訳
が

変
わ
り
ま
し
た

　
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成
20

年
度
か
ら
医
療
分
、介
護
分
に｢

後
期

高
齢
者
支
援
金
分｣

が
加
わ
り
ま
し

た
。｢

後
期
高
齢
者
支
援
金
分｣

は
今

ま
で
の
医
療
分
の
一
部
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
財
源
の
一
部
と
し
て

明
確
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。な
お
、平

成
20
年
度
の

｢

医
療
分｣

と

｢

後
期

高
齢
者
支
援
金
分｣

の
合
計
額
は
、平

成
19
年
度
の
医
療
分
と
同
額
で
、
全

体
の
税
率
・
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

3 広報あづみの　お知らせ版　2008. ７. ２

【後期高齢者医療制度】
老人保険制度に代わって創
設された、75 歳（一定の障
害がある人は 65 歳）以上の
人を対象にした新しい医療
制度です。

平成19年度まで

平成20年度から

医療分

介護分

介護分

後期高齢者支援金分

医療分

平成 20 年度の医療分と後期高齢者支援金

分の合算額は、平成 19 年度の医療分と同

額（率）です。

【平成 19 年度医療分】

　所得割　6.5%　　資産割　17%

　平等割　26,000　均等割　25,000

所得割 世帯の所得に応じて計算
資産割 世帯の資産に応じて計算
平等割 １世帯当たりで計算
均等割 加入人数に応じて計算

（一世帯当たり国保税額の決め方）

医療分

後期高齢者支援金分

介護分（40 歳以上 65 歳未満の人のみ該当します）

所得割

5.0％

所得割

1.5％

所得割

2.2％

資産率

12.0％

資産率

5.0％

平均割

19,000 円

平均割

7,000 円

平均割

7,000 円

均等割

19,000 円

均等割

6,000 円

均等割

7,000 円

+

+

国民健康保険税のお知らせ



　
市
で
は
、
信
州
大
学
人
文
学
部
へ

研
究
委
託
し
て
い
た
「
田
園
地
域
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」
に
つ

い
て
研
究
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
報
告
会
で
は
、
市
の
農
業
と
農
業

景
観
、
市
民
の
地
域
意
識
と
活
動
と

い
う
各
題
材
を
主
題
に
、
信
州
大
学

人
文
学
部
の
村
山
研
一
教
授
ほ
か
２

人
の
准
教
授
が
説
明
を
行
い
ま
す
。

　
農
業
と
農
業
景
観
に
つ
い
て
は
、

農
作
物
ご
と
農
家
な
ど
か
ら
聞
き
取

り
を
行
っ
た
結
果
の
報
告
で
す
。
ま

た
、
市
民
の
地
域
意
識
と
活
動
は
、

市
民
２
、
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
に
基
づ
く

報
告
で
す
。
自
治
会
組
織
な
ど
へ
の

参
加
状
況
を
、
地
域
で
の
信
頼
感
、

愛
着
度
に
よ
り
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
報
告
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時
　

7
月
12
日
（
土
）

　
午
後
2
時
～
4
時

■
場
所
　
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

問
県
安
曇
野
庁
舎
内
企
画
財
政
部

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　（

71･

２
０
０
０ 

72･

１
２
２
３
）

　
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

法
律
で
は
、高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の

虐
待
に
気
付
い
た
人
に
市
町
村
へ
の

通
報
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
に
発
見
し
、
第
三
者
が
介
入

す
る
こ
と
で
、
虐
待
の
深
刻
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
虐
待
に
気
付

い
た
時
は
、
１
人
で
抱
え
込
ん
だ
り

悩
ん
だ
り
せ
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
虐
待
の
例
】

▽
身
体
的
虐
待
　
た
た
く
、つ
ね
る
、

ベ
ッ
ド
に
縛
り
つ
け
る
な
ど

▽
放
棄
・
放
任
　
オ
ム
ツ
交
換
を
せ

ず
放
置
す
る
、
空
腹
・
脱
水
の
ま

ま
に
す
る
な
ど

▽
心
理
的
虐
待
　
怒
鳴
る
、
子
ど
も

扱
い
す
る
、
恥
を
か
か
せ
る
な
ど

▽
性
的
虐
待
　
懲
罰
的
に
体
の
一
部

を
裸
に
し
て
放
置
す
る
な
ど

▽
経
済
的
虐
待
　
年
金
・
預
貯
金
な

ど
の
財
産
を
本
人
の
意
思
や
利
益

に
反
し
て
使
用
す
る
な
ど

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（

81･

０
７
６
０ 

81･

０
７
０
３
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

※
夜
間
、土
日
･
祝
日
は
、各
総
合
支

　
所
宿
日
直
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
社
費
と
寄
付
金
に
よ

り
支
え
ら
れ
、
災
害
救
護
を
始
め
、

地
域
の
奉
仕
活
動
、
社
会
福
祉
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
曇
野
市

地
区
に
お
い
て
は
、
６
月
よ
り
社
資

の
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
安
曇
野
市
地
区

事
務
局
（
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
内
社
会
福
祉
課
）

（

81･

０
７
１
６ 

81･

０
７
０
３
）
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お

ら

せ

知

田
園
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

研
究
報
告
会
の
開
催

高
齢
者
の
虐
待
防
止

気
付
い
た
人
は
相
談
を

日
本
赤
十
字
社
「
社
資
募
集
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

入札・契約結果

工事名 工事箇所 請負者 請負代金

（市単）公共下水道下飯田北枝線第１附帯工区管渠工事 豊科高家 ㈱振興建設                              2,625,000

（市単）公共下水道成相１号マンホールポンプ設置工事 豊科 ㈱メエップ                              7,875,000

（市単）公共下水道狐島第５マンホールポンプ場設備工事 穂高北穂高
日立プラントテクノ㈱

信越支店          
7,350,000

有明保育園改築工事に伴う既存園舎等解体工事 有明保育園 ㈱振興建設                              5,880,000

（市単）公共下水道吉野荒井工区管渠工事 豊科 ㈱ワークメイト                          2,835,000

吉野荒井分譲地造成・配水管布設工事 ( 市土地開発公社発注） 豊科 ㈱ワークメイト                          8,032,500

宮本住宅団地造成工事（市土地開発公社発注） 明科中川手 ㈱横内組                                8,610,000

（単位：円）

７月の納期

●固定資産税……………………………（２期）

●国民健康保険税………………………（１期）

●後期高齢者医療保険料………………（１期）

●介護保険料…………………………（７月分）

●水道料金……………（豊科・堀金・明科地域）

●下水道使用料…………… （穂高・三郷地域）

＝納期限は７月３１日(木)＝
※休日納付窓口は、８月３日（日）です。各総合支所
　の窓口で市税・各種料金の納付ができます。

寄附・寄贈のお礼
　（平成 20 年 5 月 23 日～ 6 月 2 日）【敬称略】

◆藤沢 良子　グランドピアノ

　（堀金保育園の保育環境の充実のため）

◆竹村 茂　ＣＤ「電池が切れるまで」17 枚

　（市内小 ･ 中学校の学校教育に役立てるため）

◆安曇野市商工会青年部長 小林 知之

本「信州ふるさとのまつり」10 冊（県内およ

び地域のお祭り、伝統行事に触れる機会を持っ

てほしいため、市内小学校へ）

特定事業主行動計画の策定
Information
B O X

社会を挙げて子育て支援を

計画の経緯
　少子化による労働力人口の減少、地域社会の変容などにより、社会的・経済的にもさまざまな影

響が懸念されるようになりました。これを受け、次世代を担う子どもたちが生まれ、健やかにはぐ

くまれる環境を整備するため、平成 15 年 7 月「次世代育成支援対策推進法」が制定されました。こ

の法律では、国・地方公共団体・事業主などが、社会を挙げて子育て支援に取り組むため、行動計

画を策定することとしています。

　安曇野市では本年度、職員を対象とした「安曇野市特定事業主行動計画」を策定しました。

計画の目標
・市職員が一丸となって、仕事と子育てを両立できる職場環境の整備を行う

　ことにより、市全体として次世代育成支援対策を推進していくことを目指

　します。

（計画期間　平成20年4月1日～平成25年3月31日の5年間）

主な内容
・妊娠中および出産後における配慮

・子どもの出生時における父親の休暇の取得促進

・育児休業および部分休業（育児短時間勤務）制度などの周知と取得しやすい雰囲気の醸成

・時間外勤務の縮減、就学前の子のいる職員の深夜勤務および時間外勤務の制限の周知徹底

・事務の簡素合理化・効率的な事務遂行による年間時間外勤務時間数の上限設定

・年次休暇・連続休暇・子どもの看護を行うなどの休暇の取得促進

・職場優先の環境や固定的な性別役割分担意識などの是正

・子どもを交通事故から守る活動、子どもとふれあう機会の充実

▽安曇野市特定事業主行動計画全文は、市のホームページでご覧になれます。

安曇野市トップページ＞施策・計画＞安曇野市特定事業主行動計画をクリック

▽都道府県・市区町村が策定している行動計画は下記ホームページでご覧になれます。

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/jisedai29/index.html

問本庁舎内総務部人事課職員担当（ 71･2000 71･5155）

スローガン

あったか家庭　づくりと　みんなで　のばそう　しょくばの力



■
会
場
　
松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
　
年
齢
20
歳
以
上
で
県
内

在
住
の
人

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
80
人

■
募
集
期
間
　

7
月
14
日（
月
）ま
で

■
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
長
野
県
松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

35･

１
５
５
６)

ま
た
は

穂
高
総
合
支
所
内
市
民
環
境
部

環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

　
料
理
は
神
経
を
集
中
さ
せ
、
手
順

良
く
作
業
す
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症

の
予
防
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
初
め
て
台
所
に
立
つ
男
性
を
対

象
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立
や
料

理
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
（
全
２
回
）　

第
１
回
　

8
月
5
日(

火)

午
前
10
時
～
午
後
2
時
　

・
味
噌
汁
、
ご
は
ん
の
炊
き
方

第
２
回
　

8
月
12
日(

火)

午
前
10
時
～
午
後
２
時

・
昼
食
１
食
分
の
献
立

■
場
所
　
豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
男

性
（
初
心
者
）

■
参
加
料
　
無
料

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

筆
記
用
具
・
眼
鏡
（
必
要
な
人
）

■
定
員
　
12
人

■
申
し
込
み
　

7
月
7
日
（
月
）
か

ら
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81･

０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運

営
委
員
会
で
は
「
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作

り
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
暑
い
夏
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、

赤
ジ
ソ
を
使
っ
て
、
の
ど
ご
し
の
爽

や
か
な
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　

7
月
23
日
（
水
）

午
前
の
部
　
午
前
9
時
～

午
後
の
部
　
午
後
1
時
30
分
～
　

■
場
所
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

（
成
相
高
架
橋
下
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
東
）

■
定
員
　
各
10
人
（
先
着
順
）

■
講
師
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

利
用
運
営
委
員

■
参
加
費
　
１
本
（
１
㍑
ビ
ン
）

３
０
０
円
位
（
材
料
費
・
ビ
ン
代
）

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

■
申
し
込
み
　

7
月
7
日
（
月
）
か

ら
、
豊
科
総
合
支
所
内
産
業
建
設

課
産
業
振
興
係
で
受
け
付
け
ま
す
。

電
話
ま
た
は
来
庁
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課

産
業
振
興
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）
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公
共
下
水
道
事
業
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
の
調
査
審
議
を
行
う
に

当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
、
安
曇
野
市
公

共
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
20
歳
以
上
の
人
で
、
次
の
要
件

を
満
た
す
者

（
１
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員
で
な
い
こ
と

（
２
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員
で
な
い
こ
と

（
３
）本
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に

よ
る
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

（
４
）平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

可
能
で
あ
る
こ
と

■
募
集
人
員
　
３
人

■
任
期
　
委
嘱
の
日（
10
月
を
予
定
）

か
ら
２
年
間

■
申
し
込
み
　
上
下
水
道
部
下
水
道

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
小
論

文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
小
論
文
に
は
応
募
動

機
や
抱
負
と
と
も
に
、「
暮
ら
し
と

下
水
道
に
つ
い
て
」
を
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法
　
選
考
を
公
平
か
つ
円

滑
に
行
う
た
め
選
考
委
員
会
を
設

置
し
、
申
込
書
お
よ
び
小
論
文
に

よ
る
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。
選

考
結
果
は
、
８
月
11
日（
月
）ま
で

に
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
期
限
　
７
月
31
日
（
木
）

（
当
日
消
印
有
効
）

問
豊
科
総
合
支
所
内
上
下
水
道
部

　
下
水
道
課
〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

　
安
曇
野
市
豊
科
４
３
４
０

　（

72･

３
１
１
１ 

72･

２
５
１
０
）

　
平
成
18
年
夏
の
豪
雨
災
害
に
よ
り

寸
断
さ
れ
て
い
た
、「
常
念
岳
」「
蝶
ヶ

岳
」「
燕
岳
」
へ
通
じ
る
登
山
道
が
完

全
復
旧
し
た
の
に
あ
わ
せ
、
安
曇
野

市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
日
本
ア
ル

プ
ス
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
体
験
登
山
を
行
い
ま
す
。
登
山

に
は
、
10
人
に
１
人
程
度
の
公
認
山

岳
ガ
イ
ド
が
同
行
し
ま
す
の
で
、
登

山
が
初
め
て
の
人
も
安
心
し
て
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
環
境
保
護

の
た
め
、
山
頂
も
し
く
は
下
山
時
に

登
山
道
の
簡
易
な
ご
み
拾
い
も
行
い

ま
す
。

■
日
程

初
心
者
向
け

▽
常
念
岳
登
山
（
1
泊
2
日
）

　
9
月
13
日（
土
）～
14
日（
日
）

▽
蝶
ヶ
岳
登
山
（
1
泊
2
日
）

　
9
月
20
日（
土
）～
21
日（
日
）

中
級
者
向
け

▽
燕
岳
～
常
念
岳
登
山（
2
泊
3
日
）

　
9
月
26
日（
金
）～
28
日（
日
）

■
集
合
／
解
散
場
所

　
コ
ー
ス
ご
と
に
定
め
た
場
所

■
参
加
条
件
　
お
お
む
ね
70
歳
ま
で

の
健
康
な
人
。
12
歳
未
満
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
。
心
臓
疾
患
な

ど
持
病
の
あ
る
人
は
、
専
門
医
と

相
談
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
定
員
　

▽
常
念
岳
お
よ
び
蝶
ヶ
岳
登
山

　
各
50
人

▽
燕
岳
～
常
念
岳
登
山
　
30
人

■
参
加
費
用

▽
常
念
岳
お
よ
び
蝶
ヶ
岳
登
山

　
１
万
５
、４
０
０
円

▽
燕
岳
～
常
念
岳
登
山

　
２
万
７
、９
０
０
円

※
公
認
山
岳
ガ
イ
ド
費
用
の
一
部
と

傷
害
保
険
料
は
市
お
よ
び
観
光
協

会
が
負
担
し
ま
す

■
受
付
期
間
　

7
月
7
日
（
月
）
か

ら
8
月
末
日
ま
で
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
詳
し
い
資
料
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
三
郷
総
合
支
所
内
産
業
観
光
部

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）
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暮

ら

し

県
松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
大
学
開
講

日　程
テーマ

午前 10 時～ 12 時 午後 1 時から 3 時

  8/ 6（水） 消費者トラブル対処法Ⅰ ( 講義編 ) 消費者トラブル対処法Ⅱ ( 演習編 )

  9/ 3（水） 身近な契約の基礎知識 財産管理の基礎知識

10/  1（水） だまされる心の心理学 食品を科学する ( 講義・実験 )

10/29（水） 異常気象と地球温暖化 最新 ･ 製品事故事情

11/19（水） 日本銀行の仕事 ( 施設見学・講義 ) ヤミ金 ･ 多重債務問題の現状と課題

12/17（水） 損害保険の基礎知識 広告表示の正しい見方

■日程・テーマ

※講師の都合により、一部日程・内容が変更になる場合があります。

男
性
初
心
者
向
け

「
初
め
て
の
料
理
教
室
」

シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
講
習
会

募

集

安
曇
野
市
公
共
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
委
員
の
募
集

安
曇
野
市
公
共
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

　
市
の
下
水
道
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ

て
下
水
道
使
用
料
お
よ
び
普
及
促
進

な
ど
、
運
営
に
関
す
る
調
査
審
議
を

行
う
。
審
議
会
委
員
は
市
長
が
委
嘱

す
る
10
人
で
、
今
回
公
募
す
る
市
民

の
代
表
３
人
と
、
学
識
経
験
者
２
人
、

受
益
者
５
人
（
各
地
域
１
人
）
で
構

成
さ
れ
る
。

登
山
道
復
旧
記
念

体
験
登
山 

参
加
者
の
募
集



　
安
曇
野
市
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
　
看
護
師

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　

・
准
看
護
師
以
上
の
資
格
が
あ
る
人

・
週
に
２
日
程
度
勤
務
可
能
な
人

■
勤
務
場
所
　
安
曇
野
市
夜
間
急
病

セ
ン
タ
ー（
安
曇
野
市
医
師
会
館
内
）

■
勤
務
日
　
月
曜
日
～
土
曜
日

（
日
曜
日
・
祝
日
・
12
月
31
日
～
1

月
3
日
・
8
月
14
日
～
16
日
は
休

診
）

■
勤
務
時
間

午
後
6
時
30
分
～
10
時
30
分

■
申
し
込
み
　

7
月
22
日（
火
）ま
で

に
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
備

え
付
け
の
市
非
常
勤
職
員
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
資

格
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
郵
送

ま
た
は
持
参
に
よ
り
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

　
田
淵
行
男
記
念
館
で
は
、
生
涯
で

２
０
６
回
常
念
岳
に
登
っ
た
田
淵
行

男
の
足
跡
を
追
っ
て
、
常
念
登
山
を

行
い
ま
す
。
眺
め
る
だ
け
の
山
で
な

く
、
思
い
切
っ
て
登
山
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
眼
下
の
安
曇
野
、
雄

大
な
穂
高
連
峰
、
優
雅
に
舞
う
高
山

蝶
、
愛
ら
し
い
高
山
植
物
な
ど
か
ら

「
一
山
百
楽
」の
心
境
に
近
づ
け
る
で

し
ょ
う
。

■
登
山
日
程
（
１
泊
２
日
）

8
月
6
日
（
水
）
午
前
６
時
豊
科
駅

集
合
（
貸
切
バ
ス
）
～
一
ノ
沢
登

山
道
～
常
念
小
屋
～
常
念
岳
頂
上

～
常
念
小
屋
泊
（
田
淵
行
男
を
し

の
ぶ
夕
べ
）

8
月
7
日
（
木
）
常
念
小
屋
（
高
山

蝶
・
植
物
の
観
察
、
横
通
岳
散
策
）

～
一
ノ
沢
登
山
道
～
豊
科
駅
（
貸

切
バ
ス
）
午
後
４
時
解
散

■
講
師
　
堀 

勝
彦
さ
ん
（
写
真
家
）

山
田 

恒
男
さ
ん
（
常
念
小
屋
二
代

目
主
人
）

■
定
員
　
25
人
（
定
員
に
な
り
次
第
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締
め
切
り
）

■
参
加
費
用
　
１
万
７
、
０
０
０
円

（
山
小
屋
代
、
バ
ス
代
、
受
講
料
、

保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
　

7
月
8
日
（
火
）
か

ら
23
日（
水
）ま
で
の
間
に
田
淵
行

男
記
念
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
登
山
説
明
会
を
7
月

26
日
（
土
）
午
後
3
時
よ
り
、
ビ

レ
ッ
ジ
安
曇
野
で
開
催
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
の
人
は
参
加
費
用
を

持
参
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
田
淵
行
男
記
念
館

　（

 

72
・
９
９
６
４
）

　
市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
と

な
る
児
童
館
建
設
等
検
討
会
（
堀
金

地
域
）
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
安
曇
野
市
堀
金
地
域

に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
で
次

の
要
件
を
満
た
す
者

（
１
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員
で
な
い
こ
と

（
２
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員
で
な
い
こ
と

（
３
）市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
に
よ

る
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

■
募
集
人
員
　
３
人

■
任
期

7
月
25
日
～
任
務
完
了
ま
で

■
応
募
期
限
　

7
月
15
日（
火
）必
着

■
選
考
方
法
　
選
考
会
が
応
募
書
類

に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果

は
、応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
堀
金
総
合
支
所
内
市

民
福
祉
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
添

え
て
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

小
論
文
テ
ー
マ
は
「
少
子
化
対
策

と
子
育
て
に
つ
い
て
」

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

　
東
京
都
江
戸
川
区
か
ら
、「
第
33
回

江
戸
川
区
花
火
大
会
」
に
、
市
内
親

子
を
対
象
と
し
た
招
待
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
次
の
要
領
で
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
日
程

8
月
2
日
（
土
）
午
前
９
時
出
発
～

臨
海
水
族
園
見
学
～
花
火
大
会
見
学

8
月
3
日
（
日
）
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船

堀
・
お
台
場
見
学
～
午
後
７
時
ご

ろ
帰
着

■
場
所
　
東
京
都
江
戸
川
区

■
定
員
　
45
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
よ

り
参
加
者
を
決
定

■
対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
１
人

※
過
去
に
参
加
経
験
の
な
い
人
　

■
参
加
費（
実
費
）1
人
１
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
　
往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
宿
泊
は
男
女
別
の
相
部
屋
で
す
。

■
応
募
期
限
　

7
月
15
日
（
火
）

　（
当
日
消
印
有
効
）

問
明
科
総
合
支
所
内
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２
安
曇
野
市

明
科
中
川
手
６
８
２
４
番
地
１

（

62･

４
５
６
５ 

62･

３
５
２
５
）
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安
曇
野
市
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

看
護
師
の
募
集

田
淵
行
男
を
し
の
ぶ
常
念
登
山

参
加
者
の
募
集

「新ブランド」トマトの愛称、大募集
Information
B O X

安曇野で今年秋発売予定！

　市が出資する第３セクター「安曇野菜園」（旧三郷ベジタブル）では、今年秋発売予定の新ブランド

のトマト（品種名：キャンディースイート）の愛称を募集します。

　キャンディースイート種は、糖度が高いフルーツトマトにコクが加わった味わいで、ほんのり柔ら

かい食感と、控え目な酸味と甘みのある実が特徴です。北アルプスからわき出るミネラル豊富な地下

水と、寒暖の差の激しい安曇野の気候により、真っ赤に熟し、皮まで味がしっかり付いたおいしいト

マトです。また、ドロップ型のかわいらしいトマトが華麗に連なった容姿も高級感があります。開発

者が約 10 年の研究の結果生み出した結晶でもあり、多くの人に安曇野の味覚として味わっていただけ

ることを願っています。すてきな愛称の応募をお待ちしています。

■応募方法 はがき、または、封書に住所・氏名・電話番号・トマトの

 名前を記入のうえ、下記まで応募ください。

■あ て 先 〒 399-8101 長野県安曇野市三郷明盛 4810 番地 1

 安曇野市役所産業観光部安曇野ブランド推進室

 「トマトの名付け親」係

■期　　限 7 月 31 日（木）（当日消印有効）

■当選発表 8 月上旬に当選者に直接通知します。また、「広報あづみの」で発表します。

《採用者 １名》安曇野三郷温泉「ファインビュー室山」ペア宿泊券（３万円相当）および

　　　　　　　「新ブランド」のトマト（10 パック入り）を２ケース進呈

※申込者の中から抽選で 10 人に「新ブランド」のトマト（10 パック入り）を１ケース進呈

問三郷総合支所内産業観光部安曇野ブランド推進室（ 77･3111 77･6060）

堀
金
地
域
児
童
館
建
設
等
検
討
会

公
募
委
員
の
募
集

友
好
都
市
　

江
戸
川
区
花
火
大
会
参
加
者
の
募
集

　信州安曇野薪能が 8 月 23 日（土）、明科龍門渕公園で行われます。開演に先立ち行われる火入れ式で、
振り袖の着物を着てたいまつを会場内に運ぶ役を下記のとおり募集します。
■応募資格　市内に居住あるいは通勤している満 18 歳以上の人（高校生の応募は除く）。
■募集人数　1 人　　　■募集期限　7 月 18 日（金）まで ( 当日消印有効 )
■申し込み　市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、写真と応募動機を記入したものを添付し、郵送または持参してください。
■報　　奨　報奨金 1 万円および第 18 回信州安曇野薪能招待券２枚
　　　　　　※当日の振り袖の衣装代、着付け代、メイク代などは実行委員会負担
■選考方法　7 月中開催の実行委員会で選考。審査結果は応募者に通知します。

問信州安曇野薪能実行委員会事務局（明科総合支所内教育委員会文化課文化振興係）
　〒399-7102 安曇野市明科中川手 6824-1（ 62･3090 62･3525）

第 18 回信州安曇野薪能 火入れ式役の募集
Information
B O X



　
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
安
曇
野
花
火

を
、
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
夏
の
夜

の
ひ
と
と
き
、
安
曇
野
花
火
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

8
月
14
日
（
木
）

午
後
8
時 

打
ち
上
げ
開
始

※
雨
天
8
月
16
日
（
土
）
へ
順
延

■
場
所
　
明
科
御
宝
田
遊
水
池
周
辺

■
駐
車
場
　
大
王
わ
さ
び
農
場
お
よ

び
エ
プ
ソ
ン
社
員
駐
車
場（
田
沢
）。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

会
場
に
隣
接
の
御
宝
田
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
】

　
翌
日
15
日（
16
日
開
催
時
は
17
日
）

の
朝
6
時
か
ら
、
河
川
清
掃
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
作

業
は
1
時
間
程
度
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
皆
さ
ん
は
警
備
本
部
前
に
集
合

く
だ
さ
い
。

問
三
郷
総
合
支
所
内
産
業
観
光
部

商
工
観
光
課

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

　
普
段
、
美
術
館
・
博
物
館
に
来
ら

れ
な
い
人
に
も
気
軽
に
施
設
を
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
、
左
記
の
３
施
設

で
は
、「
夜
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
共

同
開
催
し
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
館
が
、

夜
間
の
開
館
に
あ
わ
せ
工
夫
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　

8
月
22
日
（
金
）

23
日
（
土
）
午
後
6
時
～
9
時

■
実
施
す
る
市
施
設

▽
8
月
22
日
（
金
）・
23
日
（
土
）

・
豊
科
近
代
美
術
館

（

73･
５
６
３
８ 

73･

６
３
２
０
）

・
田
淵
行
男
記
念
館
（
両
日
先
着
10

名
様
に
「
お
み
や
げ
」
付
き
）

　（

 

72
・
９
９
６
４
）

▽
8
月
23
日
（
土
）

・
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

（

81･

３
０
３
０ 

82･

０
５
５
１
）

【
そ
の
他
の
実
施
施
設
】

・
安
曇
野
ジ
ャ
ン
セ
ン
美
術
館
・
絵

本
美
術
館 

森
の
お
う
ち
・
池
田
町

立
美
術
館
・
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術

館
・
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
ほ
か

※
日
程
・
時
間
が
異
な
る
場
合
あ
り
、

各
施
設
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
る
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://a
zu

min
o
-a

rtlin
e.n

et/

　
緑
豊
か
な
安
曇
野
を
舞
台
に
し
た

歴
史
大
河
小
説
「
安
曇
野
」
を
世
に

送
り
出
し
、
安
曇
野
を
世
に
知
ら
し

め
た
臼
井
吉
見
を
し
の
び
、
れ
ん
げ

忌
の
つ
ど
い
（
墓
所
を
訪
ね
た
後
、

講
演
会
）
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時
　

7
月
12
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
　

臼
井
吉
見
文
学
館
前
集
合

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
内
容

▽
記
念
講
演
会

・
時
間
　
午
後
2
時
30
分
～

・
会
場
　
堀
金
公
民
館
講
堂

・
講
師
　
栃
折 

久
美
子
さ
ん

（
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
臼
井

吉
見
の
本
の
装
丁
を
手
が
け
た
）

・
演
題
「
古
希
を
越
え
た
《
不
肖
の

弟
子
》
の
正
体
」

問
臼
井
吉
見
文
学
館

（

72･
５
７
９
６ 

72･

５
８
０
１
）

　
高
齢
者
が
創
作
活
動
を
通
じ
て
、

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
行
い
、

明
る
く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
る
「
信
州
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
高
齢
者
の
出
展
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

■
出
展
資
格
　
県
内
在
住
の
60
歳
以

上
（
昭
和
24
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア

■
募
集
部
門
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
手
工
芸
、
書
、
写
真

■
申
し
込
み
　

8
月
20
日
（
水
）
ま

で
に
、
長
野
県
高
齢
者
作
品
展
出

品
票（
所
定
用
紙
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
出
品
規
格
な
ど
の
詳
細
は
、
募
集

案
内
を
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
作
品
搬
入
　

9
月
8
日
（
月
）
ま

で
に
、
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

内
高
齢
者
介
護
課
ま
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問（
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１
）

ま
た
は
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

内
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81
・
０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）
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一
般
希
望
者
を
対
象
と
し
た
自
然

観
察
会
を
県
営
烏
川
渓
谷
緑
地
で
開

催
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
自
然
の
楽

し
み
方
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

壮
年
期
の
皆
さ
ん
、
団
塊
世
代
の
皆

さ
ん
に
お
す
す
め
で
す
。

■
日
時
　

7
月
17
日(

木)

午
前
9
時
～
11
時
30
分

■
講
師
　
県
営
烏
川
渓
谷
緑
地

ス
タ
ッ
フ
・
教
育
委
員
会
職
員

■
参
加
方
法
　
午
前
9
時
ま
で
に
、

県
営
烏
川
渓
谷
緑
地
の
環
境
管
理

棟
前
駐
車
場
に
集
合
（
雨
天
の
場

合
は
、
環
境
管
理
棟
で
座
学
）

■
服
装
　
山
歩
き
に
適
し
た
服
装

（
帽
子
、運
動
靴
、長
ズ
ボ
ン
、小
型

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
）

※
黒
色
は
避
け
る

■
持
ち
物
　
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

具
・
雨
具
、
保
険
証
の
写
し

※
双
眼
鏡
や
カ
メ
ラ
、
図
鑑
が
あ
る

人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
三
郷
公
民
館

（

77･

２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７
）

　
水
の
中
に
は
不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
。

涼
し
げ
な
わ
き
水
の
中
を
親
子
で
探

検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
記
念
館
の
ま

わ
り
の
水
辺
で
、
生
き
物
観
察
や
水

質
検
査
を
し
ま
す
。

■
日
時
　

7
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所
　
記
念
館
周
辺
の
水
辺

■
講
師
　
加
々
美 

孝
男
さ
ん

（
県
自
然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
定
員
　
25
人

（
小
中
学
生
お
よ
び
保
護
者
）

■
受
講
料
　
50
円

■
持
ち
物
　
長
靴
・
バ
ケ
ツ
・
水
中

メ
ガ
ネ
・
水
中
用
の
網
・
帽
子
・

飲
み
物
な
ど

■
申
し
込
み
　

7
月
6
日
（
日
）
～

7
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
記
念
館

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
可
）

問
田
淵
行
男
記
念
館

　（

 

72
・
９
９
６
４
）
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学

ぶ

楽

む

し

夏
の
夜
空
を
彩
る

第
２
回 
安
曇
野
花
火

夜
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

共
同
開
催

臼
井
吉
見
文
学
館

第
３
回 

れ
ん
げ
忌
の
つ
ど
い

２
０
０
８
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

高
齢
者
作
品
展

三
郷
公
民
館

自
然
観
察
の
ス
ス
メ 

７
月
編

田
淵
行
男
記
念
館

親
子
水
辺
探
検
教
室

豊科郷土博物館　夏の催し物

問豊科郷土博物館（  72･5672）
第 22 回 友の会写真展
　博物館友の会写真部の皆さんによる「第 22 回 友
の会写真展」を開催します。ふるさと安曇野の美しい
風景や、過ぎ行く季節の一瞬の表情など、感性を研
ぎ澄まして撮影した写真をご覧ください。
■日　時　7 月 6 日（日）～ 21 日（月）
■場　所　豊科郷土博物館展示室
■入館料　大人 100（80）円・小中生 50（40）円　
　　　　　（　）内は 20 人以上の団体料金
■休館日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）

特別展　お勝手からみた安曇野
　夏の特別展として「お勝手からみた安曇野」を開
催します。縄文時代から近世までの台所用具の変遷
や、昭和 30 年代のお勝手などを再現展示し、お勝
手の歴史を振り返ります。お勝手の文化を通して未
来の暮らしを考えてみませんか。
■日　時　7 月 26 日（土）～ 9 月 6 日（土）
■場　所　豊科郷土博物館展示室
■入館料　大　人 300（240）円
　　　　　小中生 150（120）円
　（　）内は 20 人以上の団体料金
■休館日　月曜日
　（月曜が祝日の場合は翌日）

講演　安曇野の風土とお勝手が作る食卓
　特別展にあわせ、講演会を開催します。講師に料
理研究家の横山タカ子さんをお招きして、安曇野の
豊かな風土が育んだ郷土料理についてわかりやすく
お話していただきます。この機会に郷土の伝統料理
の知恵に触れてみませんか。
■日　時　7 月 27 日（日）午前 10 時 30 分～正午
■場　所　豊科公民館２階大会議室
■講　師　横山 タカ子さん（料理研究家）
■受講料　無料　■申し込み　不用

講座　安曇野の伝統食を楽しむ
　特別展にちなんで、実際に伝統食を作って食べる
講座を開催します。伝統食には、伝統の行事などに
まつわる子孫繁栄の祈りを込めたものや、お勝手を
守る女性たちが家族の健康のために、旬の食材を使
い工夫して作ったものがあります。
■日　時　第１回　8 月 3 日（日）「七夕まんじゅう」
　　　　　第２回　8 月 24 日（日）「みそつけうどん」
　　　　　いずれも午前 10 時～正午
■場　所　成相コミュニティーセンター（豊科成相）
■定　員　各回とも 30人　※定員になり次第締め切り
■講　師　豊科農村女性学習会の皆さん
■受講料　各回とも 300 円（材料費・保険代）
■持ち物　エプロン・三角きん
■申込期間　
　第１回　7 月 15 日（火）～ 7 月 31 日（木）
　第２回　8 月 1 日（金）～ 8 月 21 日（木）
■申し込み　受講料を添えて豊科郷土博物館窓口へ

懐かしい台所道具



　
明
科
図
書
館
で
は
、
青
木
和
雄
・

吉
富
多
美
原
作
の
長
編
ア
ニ
メ
映
画

「
ハ
ー
ド
ル
」の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

家
庭
の
不
和
や
、
い
じ
め
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
現
代
社
会
の

問
題
を
真
正
面
か
ら
と
ら
え
、
自
分

を
信
じ
、
心
の
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越

え
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
が

伝
わ
る
作
品
で
す
。

■
日
時
　

7
月
19
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
～

■
場
所
　
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交

流
学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

問
明
科
図
書
館
（

62
・
１
１
２
２
）

　
こ
の
夏
、
豊
科
近
代
美
術
館
で
は

対
話
型
鑑
賞
に
よ
り
、
楽
し
く
美
術

鑑
賞
を
行
え
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま

す
。
作
品
が
制
作
さ
れ
た
時
代
背
景

や
作
家
性
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
い

て
、
作
品
自
体
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー

ジ
を
自
由
に
話
し
な
が
ら
鑑
賞
す
る

と
い
う
方
法
で
す
。
難
解
と
思
わ
れ

が
ち
な
抽
象
画
や
現
代
美
術
を
豊
か

な
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
会
期
　

7
月
19
日
（
土
）

　
～
9
月
7
日
（
日
）

■
入
館
料

・
一
　
般
８
０
０
（
７
０
０
）
円

・
大
学
生
４
５
０
（
３
０
０
）
円

・
高
校
生
３
０
０
（
２
０
０
）
円

・
小
中
生
１
５
０
（
１
０
０
）
円

（
　
）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

◇
対
話
型
鑑
賞
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー

期
日
　
会
期
中
の
土
・
日
曜
日
・

　
　
　
祝
日

　
時
間
　
午
後
2
時
～

■
休
館
日
　
月
曜
日（
祝
日
は
翌
日
）

■
出
品
作
家
　
葛
飾
北
斎
・
荻
原
守

衛
・
東
山
魁
夷
・
池
田
満
寿
夫
・
草

間
弥
生
・
ル
オ
ー
・
青
木
繁
な
ど

問
豊
科
近
代
美
術
館

（

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０
）

　
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
を
対
象
に
、

わ
が
子
へ
の
か
か
わ
り
方
、
父
親
の

役
割
、
自
然
と
触
れ
あ
う
大
切
さ
な

ど
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
日

ご
ろ
、
家
庭
で
子
ど
も
と
の
か
か
わ

り
が
少
な
い
お
父
さ
ん
、
自
然
と
触

れ
あ
い
な
が
ら
子
育
て
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

■
開
催
日
（
全
８
回
）　

7
月
13
日
（
日
）
8
月
17
日
（
日
）

9
月
21
日
（
日
）
10
月
12
日
（
日
）

11
月
23
日
（
日
）
12
月
7
日
（
日
）

1
月
18
日
（
日
）
2
月
22
日
（
日
）

■
時
間
　
午
前
9
時
45
分
～
11
時

（
午
前
9
時
35
分
ま
で
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
）

■
場
所
　
か
じ
か
の
里
公
園

（
５
回
以
降
は
穂
高
会
館
）

※
雨
天
時
は
穂
高
会
館

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
４
歳
の
子
ど

も
と
お
父
さ
ん
（
お
母
さ
ん
の
同

伴
可
）

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
・
帽
子
・
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
・
飲
み
物
ほ
か

■
受
付
　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、必
ず
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ど
の
回
か
ら
も
参
加
可
）

問
明
科
総
合
支
所
内
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

（

62･

４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５
）

　「
茶
の
み
友
だ
ち
」
で
は
、若
い
世

代
か
ら
熟
年
期
ま
で
、
幅
広
い
世
代

の
生
き
が
い
づ
く
り
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
世
代
を
超
え
て

子
育
て
に
つ
い
て
語
り
合
う
座
談
会

の
４
回
目
で
す
。
山
崎
健
治
さ
ん
の

講
演
の
後
、
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

友
達
づ
く
り
も
兼
ね
て
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

7
月
13
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
参
加
費
　
３
０
０
円

■
申
し
込
み
　
不
要

問
片
桐
さ
ん
（

77
・
５
３
８
２
）

中
槇
さ
ん
（

73
・
３
２
１
９
）

ま
た
は
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

内
社
会
福
祉
課

（

81･

０
７
１
６ 

81･

０
７
０
３
）
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太
極
拳
は
体
の
バ
ラ
ン
ス
能
力
の

維
持
・
向
上
や
転
倒
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
し
た
動
作
で
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
柔

軟
な
体
づ
く
り
を
目
標
に
、
シ
ニ
ア

の
健
康
太
極
拳
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
（
全
12
回
）

　
8
月
29
日
（
金
）
9
月
1
日
（
月
）

　
9
月
8
日
（
月
）
9
月
19
日
（
金
）

　
9
月
26
日
（
金
）
10
月
3
日
（
金
）

　
10
月
10
日
（
金
）
10
月
17
日
（
金
）

　
10
月
20
日
（
月
）
10
月
31
日
（
金
）

　
11
月
6
日
（
木
）
11
月
10
日
（
月
）

■
時
間
　
午
前
9
時
30
分

　
～
11
時
30
分

■
場
所
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

集
団
指
導
室

■
対
象
者
　
お
お
む
ね
60
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
人

■
定
員
　
30
人

■
参
加
料
　
無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料
４
０
０
円
別
途
必
要
。
初
回
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
で

き
る
も
の

■
申
し
込
み
　

7
月
10
日
（
木
）
か

ら
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

(

81･

０
７
３
１ 

81･

０
７
０
３)

　
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の

交
流
、
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
る
、「
信

州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
」
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
日
時
　

9
月
20
日
（
土
）

午
前
8
時
30
分
よ
り
受
付

■
場
所
　
松
本
平
広
域
公
園
　

信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク
内
ス
ポ
ー
ツ

施
設

■
対
象
　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上

（
昭
和
24
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）

※
競
技
種
目
に
よ
っ
て
は
、
一
定
の

年
齢
制
限
あ
り

■
競
技
種
目

　
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
ほ
か
７
種
目

■
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
内
高
齢
者
介
護
課
窓
口
に
備

え
付
け
の
所
定
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、7
月
22
日
（
火
）

ま
で
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン

タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問（
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン

タ
ー
（

０
２
６
・
２
２
６
・
３
７

４
１
）
ま
た
は
穂
高
健
康
支
援
セ

ン
タ
ー
内
高
齢
者
介
護
課

（

81･

０
７
３
１ 

81･

０
７
０
３
）

　
将
来
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
な
が
る
動

き
の
基
本
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
工
夫

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

取
り
入
れ
た
運
動
あ
そ
び
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
親
子
で
楽
し
く
運
動
偏

差
値
を
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　

7
月
19
日
（
土
）

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
　
堀
金
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

■
講
師
　
信
州
大
学
教
育
学
部

准
教
授 

渡
辺 

敏
明
さ
ん

■
対
象
　
小
学
生
と
保
護
者

■
参
加
料
　
１
人
１
０
０
円
　

（
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
会
員
は
無
料
）

■
持
ち
物
　
上
履
き

■
申
し
込
み
　

7
月
7
日
（
月
）
か

ら
14
日
（
月
）
ま
で
に
堀
金
総
合

体
育
館
窓
口
で
所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
安
曇
野
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
・
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
事
務
局

（
堀
金
総
合
体
育
館
内
）

（

 

72･

６
３
４
０
）
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明
科
図
書
館 

ひ
ま
わ
り
講
座
②

映
画
上
映
会
「
ハ
ー
ド
ル
」

豊
科
近
代
美
術
館 

夏
の
特
別
展

美
術
館
で
お
し
ゃ
べ
り
し
よ
っ
！

乳
幼
児
の
子
育
て
教
室

親
子
す
く
す
く
広
場

教

育

子

て

育

「
茶
の
み
友
だ
ち
」
よ
っ
と
い
で

～
子
育
て
シ
リ
ー
ズ
～
第
４
回

ス

ツ

ポ

ー

シ
ニ
ア
の
健
康
太
極
拳
教
室

２
０
０
８
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

親
子
で
の
び
の
び
運
動
あ
そ
び
教
室

中村不折画「西洋婦人像」



（

）

　
警
察
で
は
、
8
月
に
「
行
方
不
明

の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
担
当
の
係
員
が
事
件
な
ど
で
不

在
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
8
月
1
日
（
金
）
飯
田
警
察
署

（

０
２
６
５
・
22
・
０
１
１
０
）

▽
8
月
4
日
（
月
）
松
本
警
察
署

（

25
・
０
１
１
０
）　

▽
8
月
5
日
（
火
）
上
田
警
察
署

（

０
２
６
８
・
22
・
０
１
１
０
）

■
受
付
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
9
時

30
分
～
午
後
5
時

■
そ
の
他
　
長
野
県
警
察
本
部
鑑
識

課（

０
２
６
・
２
７
８
・
９
５
０
０
）

で
は
、
年
間
を
通
じ
て
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。（
土
・
日
曜
日
、

休
日
を
除
く
）
ま
た
、
最
寄
り
の

警
察
署
刑
事
課
・
生
活
安
全
課
・

生
活
安
全
刑
事
課
で
も
相
談
で
き

ま
す
。

※
長
野
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

//w
w

w
.P

re
f.n

a
g
a
n
o
.jp

/

p
o
lic

e
/

問
安
曇
野
警
察
署
刑
事
課
鑑
識
係

（

72
・
０
１
１
０
）

　
暴
力
団（
エ
セ
同
和
・
エ
セ
右
翼
）

に
関
し
て
お
困
り
の
人
は
左
記
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

■
相
談
日
・
会
場

7
月
15
日（
火
）　
松
本
市
役
所
東
庁

舎
４
階
43
号
会
議
室

11
月
5
日（
水
）　
塩
尻
市
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
１
階
１
０
６
会
議
室

1
月
15
日（
木
）　
松
本
市
役
所
東
庁

舎
４
階
43
号
会
議
室

■
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
1
時

～
4
時
（
１
人
30
分
程
度
）

■
相
談
員
　
弁
護
士
・
セ
ン
タ
ー
職
員

■
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
１

回
６
人
程
度
）

問（
財
）長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

０
２
６
・
２
３
５
・
２
１
４
０

０
２
６
・
２
３
３
・
３
７
４
１

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
高
齢
者

が
多
く
、
逃
げ
遅
れ
が
主
な
原
因
で

す
。
火
災
は
早
期
発
見
が
第
一
。
室

内
の
煙
に
反
応
し
て
大
き
な
音
で
知

ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
１
日

も
早
い
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
新

築
住
宅
は
す
で
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
今
お
住
ま
い
の
住
宅

も
平
成
21
年
6
月
1
日
ま
で
に
設
置

す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

【
強
引
な
訪
問
販
売
に
注
意
】

・
消
防
署
や
自
治
体
が
火
災
警
報
器

を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
業
者
に
販
売
を
委
託
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

・
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

・
火
災
警
報
器
の
設
置
に
資
格
は
必

要
な
く
、
誰
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
豊
科
消
防
署
（

72
・
３
１
４
５
）

穂
高
消
防
署
（

82
・
３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署
（

78
・
２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（

62
・
２
９
９
２
）

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な
ど

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
し
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
、お
よ
び
、旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除
く
）の
皆

さ
ん
に
対
し
て
、
そ
の
御
労
苦
に
報

い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
請
求
期
限

平
成
21
年
3
月
31
日
（
火
）

問
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

03
・
５
２
５
３
・
５
１
８
２

03
・
５
２
５
３
・
５
１
９
０

　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、

日
本
プ
ロ
野
球
名
球
会
お
よ
び
日
本

プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
会
員
の
協
力

に
よ
り
、
親
善
試
合
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

■
日
時
　

7
月
20
日
（
日
）

　
午
前
9
時
開
場
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Information Box

本庁舎（☎71・2000　FAX71・5000）　豊科総合支所（☎72・3111　FAX72・8340）　穂高総合支所（☎82・3131　FAX82・6622）　三郷総合支所（☎77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（☎72・3106　FAX72・4900）　明科総合支所（☎62・3001　FAX62・4747）　穂高健康支援センター（☎81・1622　FAX81・0703）

■
場
所
　
伊
那
運
動
公
園
野
球
場

■
観
戦
料
　
観
戦
は
無
料
。
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。（
当
日
券
あ
り
）

県
庁
お
よ
び
各
地
方
事
務
所
地
域

政
策
課
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
県
庁
内
総
務
部
市
町
村
課
地
域
振

興
係０

２
６
・
２
３
５
・
７
１
３
９

０
２
６
・
２
３
２
・
２
５
５
７

ま
た
は
松
本
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課

①
信
州
の
昆
虫（
蝶
・
甲
虫
）や
世
界

の
大
型
昆
虫（
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ

ガ
タ
）
を
中
心
と
し
た
生
体
・
標

本
の
展
示
が
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
　

7
月
19
日
（
土
）

～
8
月
31
日
（
日
）

■
場
所
　
テ
ー
マ
展
示
館
・
多
目
的

ホ
ー
ル

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
･
ワ
イ
ル
ド
初
級

指
導
者
養
成
講
座
（
生
き
物
を
題

材
と
す
る
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

■
日
時
　

7
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
10
月
19
日
（
日
）　

■
場
所
　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園

■
対
象
　
環
境
教
育
に
関
心
の
あ
る

18
歳
以
上
の
人

■
定
員
　
各
25
人
（
先
着
制
）

■
受
講
料
　
８
、５
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
・
保
険
料
含
む
）

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー

（

71
・
５
５
１
１ 

71
・
５
５
１
２
）

　
相
続
税
・
贈
与
税
の
土
地
な
ど
の

評
価
に
用
い
る
平
成
20
年
分
の
路
線

価
図
等
が
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
松
本
税
務
署
（

32
・
２
７
９
０
）
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官

公

庁

ど

な

行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所

の
開
設

民
事
介
入
暴
力

無
料
巡
回
相
談
所
の
開
設

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

名
球
会･

Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
が
や
っ
て
来
る

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

催
し
の
ご
案
内

平
成
20
年
分

路
線
価
図
等
の
閲
覧

【
公
園
情
報
】

■
入
園
料
　
大
人
４
０
０
円
　

　
小
人
80
円
（
幼
児
無
料
）

※
団
体
割
引
あ
り

■
無
料
入
園
日
　

7
月
27
日
（
日
）

■
開
園
時
間
　
午
前
9
時
30
分

　
～
午
後
6
時

■
休
園
日
　

7
月
7
日
・
14
日

　
い
ず
れ
も
月
曜
日

名称 内容 日時・場所 費用・定員 申込・問合

安曇養護学校
作業学習製品の
販売会

生徒たちが心を込めて
作った、お菓子・陶芸品・
木工品などの販売会

7 月 11 日（ 金 ）12 日 ( 土 )
午前 10 時～午後 4 時
コープながの安曇野豊科店、
ほりがね物産センターほか

－
安曇養護学校高等部

（ 0261･62･4920 
0261･61･1019）

マレットゴルフ
初心者講習会

マレットゴルフ初心者
を対象にした全６回の
講習会。体力向上と交
流を図ります。

7 月 29 日（火）、8 月 1 日（金）
～ 15 日（金）の金・火曜日

（全 6 回）
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
机上講習：穂高会館
実地講習：穂高権現宮マレット
　　　　　ゴルフ場

費用：1,000 円
（スポーツ保険料含む）

定員：30 人
対象：市内在住
のマレットゴル
フ初心者

7 月 10 日から穂高権
現宮マレットゴルフ場
にて申込開始。詳しく
は穂高マレットゴルフ
協会事務局 澤栁さん

（ 83･5291）まで

穂高壮年
ソフトボール連
盟創立 30周年
記念講演会

アテネ五輪ソフトボー
ル日本代表で、ルネサ
ス高崎監督の宇津木麗
華さんを迎えた講演会。

7 月 19 日（土）
午後 3 時～
穂高会館講堂

（乗り合わせでお越しください）

費用：無料
定員：450 人
対象：一般

連盟事務局 三枝さん
（  82･3896）

実生活の中の
量子力学入門

東京大学・花村榮一名
誉教授の講演会。科学・
量子力学のからくりを
わかりやすく解説。

7 月 8 日（火）
午後 3 時 30 分～ 5 時
セミナーハウス花村

費用：無料
定員：60 人
対象：一般

セミナーハウス花村
代表 花村さん

（ 81･5225 81･5226）
後援：市教育委員会
協賛：安曇野ペンション
　　　協議会

◆後援などの催し

（

）

（

）
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豊科寺所北交差点 改良工事車両通行止め
Information
B O X

　市では、豊科寺所北交差点の改良工事を行います。工事期間中は

渋滞が予想されます。工事看板などの指示に従い迂回してください。

　ご迷惑をおかけしますがご理解ご協力をお願いします。

■工事場所　市道豊科中部 376 号線（寺所北交差点付近）

■工事期間　6 月 2 日（月）～12 月 25 日（木）

■規制内容　片側通行および車両通行止め（歩行者通行可）

■施工業者　㈱武井建設（ 73･6277）

問豊科総合支所内都市建設部建設課建設担当（ 72･3111 72･8340）

■期　間　7 月 5 日（土）～ 8 月 31 日（日）

　　　　　平日　午前 10 時～午後 5 時　

　　　　　土・日・祝日および 7 月 26 日～ 8 月 17 日　

　　　　　午前 9 時～午後 5 時

■休場日　天候不順の場合

■料　金　・中学生以下 300 円　・一般（高校生以上）500 円

　　　　　・コインロッカー利用　100 円

　　　　　　（１歳未満児、75 歳以上の人、遊泳しない付き添い人は無料）

■回数券（６回券）　・中学生以下 1,500 円　・一般（高校生以上）2,500 円

■その他　・7 月 5 日（土）は、無料開放日です。

　　　　　・小学 3 年生以下の子どもは、保護者（高校生以上）の付き添いが必要です。

　　　　　・スライダー利用は小学 3 年生以上です。

問穂高プール　（ 82･8388 62･3525）（指定管理者㈱フクシ・エンタープライズ）

■期　間　7 月 12 日（土）～ 8 月 31 日（日）

　　　　　午前 9 時 30 分～午後 5 時

■休場日　天候不順の場合

■料　金　・中学生以下 100 円　・一般（高校生以上）300円

　　　　　・コインロッカー利用　100 円

　　　　　　（１歳未満児、75 歳以上の人、遊泳しない付き添い人は無料）

■その他　・7 月 12 日（土）は、無料開放日です。

　　　　　・プールの水深が深いため、小学４年生以下の子どもは、保護者（高校生以上）

　　　　　　の付き添いが必要です。

問豊科プール（ 72･6200 62･3525）

いよいよ夏到来！

安曇野市穂高・豊科プールが開場

穂高プール

豊科プール

安曇野赤十字病院


